
　秋田河川国道事務所では、三倉鼻雨量観測所において連続雨量が130mmに達した
ため、 から道路災害対策支部を「警戒体制」に移行
し、下記観測所を含む道路について、パトロールを実施しています。
また、法面崩落が発生したため、2022年8月13日7時48分から、日本海沿岸東

北自動車道（仁賀保IC～大内JCTの上下線）を通行止めとし被害状況の調査を
行っています。

1 . 管内降雨状況 ( 現在 ）

2 . 災害対策支部設置基準

注意体制：管内の雨量観測点の観測値により、時間雨量が30mm又は

連続雨量が80mmに達した場合。

警戒体制：管内の雨量観測点の観測値により、時間雨量が50mm又は

連続雨量が130mmに達した場合。

引き続き 気象情報・道路情報にご注意ください。

道路管理第一課長　 小野寺　敏徳

副所長（道路）　　山本　賢
オノデラ　トシノリ

点検の結果、異状はありませんでした

問い合わせ先

国土交通省　東北地方整備局　秋田河川国道事務所

〒０１０－０９５１　　秋田市山王一丁目１０－２９
ＴＥＬ　　０１８－８２３－４１６７

ヤマモト　サトシ

国道7号
三倉鼻

（南秋田郡八郎潟町）

本荘国道維持出張所

国道46号
荒川

（大仙市）
0 ㎜ 83 ㎜ 本荘国道維持出張所

国道7号
本荘

（由利本荘市）
0 ㎜ 97 ㎜

担当出張所

日本海沿岸東
北自動車道

日沿道・本荘
（由利本荘市）

4 ㎜ 90 ㎜ 本荘国道維持出張所

2022年8月13日 4時00分

8月13日 9時00分

路線名 雨量観測所 時間雨量 連続雨量

報）

秋田河川国道事務所
道路災害対策支部【警戒体制】（継続）

日東道（仁賀保IC～大内JCT)通行止め
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